
上田市固臨罰百フzスティバJLを聞瞳
上回創造館で10月10日、市制施行80周年を記念して、「国際交流フェスティバ

ル」が開催されました。

これは、地域に住む外国人との交流を通し、互いの国の文化を理解し合えれば

と、国際交流を推進するボランティア団体や個人からなる実行委員会が主催した

ものO 会場では、外国人のかたの日本語によるスピーチ、外国の歌や踊りの披露、

各国を紹介するコーナーやイ ングリッシュ ・ティーコーナーなどが設けられまし
の だて

た。また、日本の伝統文化を体験してもらおうと、野点や折り紙などの実演が行

われ、多 くの家族連れや子どもたちでにぎわいました。

現在市内では、各種の民間団体や個人による国際交流活動が行われており、そ

れらをネットワークするために「上田市国際交流連絡協議会jも結成されています。

皆さんも、身近なところから国際交流について考えてみてはし1かがでしょうか

(国際交流に関する問い合わせは、秘書課へ)。
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.データ (10月 1日現在)
人口 122，624人(-48) 

男 60，211人(-25) 
女 62，413人(-23) 

世帯 44，359 ( + 36) 

外国人登録者数 3，044人(+102) 
男 1，595人(+43) 
女 1，449人(+59) 



昔も今も変わらない

穏やかな地形

• 
八
木
沢
は
、
塩
田
平
の
西
に
あ
り
集
落
の
中

ほ
ど
を
湯
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
「
北
に
山
を

負
ひ
、
地
形
や
や
東
南
に
低
下
す
」
と
『
長
野

県
町
村
誌
』
(
明
治
日
年
・
村
報
告
書
)
に
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
地
形
の
た
め
隣
村
よ
り
冬
あ

た
た
か
く
雪
は
少
な
い
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
記
述
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
大
平
山

な
ん
ろ
く

南
麓
の
天
満
天
神
宮
か
ら
八
木
沢
の
集
落
を
見

渡
し
ま
す
と
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
穏
や
か

な
地
形
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

菅
原
道
真
を
ま
つ
る
天
満
天
神
宮
の
参
道
に

は
、
竹
の
寛
か
ら
澄
ん
だ
水
が
流
れ
落
ち
る
手

洗
い
水
が
あ
り
ま
す
。
手
に
受
け
た
水
は
夏
で

か
ん
ば
っ

も
思
い
の
ほ
か
冷
た
く
、
ど
ん
な
に
早
魅
が
つ

わ
き
み
ず

づ
い
て
も
昔
か
ら
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
湧
水
だ

そ
う
で
す
。

参
道
の
急
な
石
段
を
の
ぼ
る
と
拝
殿
の
石
垣

に
お
札
が
た
く
さ
ん
は
ら
れ
て
お
り
、
菅
原
道

真
の
肖
像
が
描
か
れ
た
和
紙
の
お
札
に
は

「天

満
天
神
宮
信
州
八
木
沢
」
と
印
さ
れ
て
い
ま

[2 ] 

.
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
に
/

「
デ
イ
サ
E
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
と
き
わ
ぎ
」

聞
か
オ
ー
プ
ン

11.11. 1 

民

一
九

常
磐
城
地
区
に

「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

と
き
わ
ぎ
」
が
完
成
。
日
月
初
日
制
に
、
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
の
虚

弱
・
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
(
お
お
む
ね
印

歳
以
上
)
を
対
象
に
、
日
帰
り
で
サ
ー
ビ

ス

を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
心
身
機
能
の
向

上
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し
、
お
年
寄

り
が
生
き
が
い
あ
る
家
庭
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
き
わ
ぎ
は
基

本
型
[
B
型
]
の
施
設
と
し
て
、
中
央
、
室
賀
、

神
川
、
塩
田
に
続
き

5
か
所
目
の
施
設
に
な

り
ま
す
(
こ
の
ほ
か
、
痴
ほ
う
性
の
お
年
寄

り
を
対
象
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

[
E
型
]
と
し
て
塩
田
西
、
常
田
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
)
。



献の火災予防運動
~11 月 9 日から同15日まで~

消防本部予防諜(固⑧o0 2 9) 問い合わせ

し
た
。
そ
の
お
札
に
は
鉛
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
大
学

合
格
祈
願
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、
学
問
の
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
天
満
天
神
宮
な
ら

で
は
の
境
内
で
し
た
。
こ
の
お
宮
へ

お
参
り
す

る
と
希
望
校
へ

の
合
格
率
が
良
い
と
の
こ
と
で

年
々
参
詣
者
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

無
人
の
社
務
所
に
は
お
札
が
置
い
て
あ
り
、

「
お
札
を
希
望
の
方
は
恐
れ
入
り
ま
す
が
一

枚

金
壱
百
円
を
筒
の
中

へ
入
れ
て
下
さ
い
。
氏
子

総
代
」
と
あ
り
ま
し
た
。

鳥
居
の
近
く
に
は
木
曾
義
仲
の
石
碑
が
安
置

『火の用心 7つのポイント』
1 家のまわりに燃えやすいものを置かない。
2 寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない。
3 てんぷらを揚げるときは、その場を離れない。
4 風の強いときは、たき火をしない。
5 子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
6 電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
7 ストープには、燃えやすいものを近づけない。

、M1"

さ
れ
て
い
ま
す
。
一

見
し
た
と
こ
ろ
碑
文
の
無

い
た
だ
の
自
然
石

(
高
さ
約

1
2
0
0
で
す

が
、
塩
田
文
化
財
研
究
所
の
説
明
板
に
よ
り
ま

す
と
表
面
に
「
朝
日
将
軍
義
仲
宜
公
大
居
士
、

裏
面
に
は
「
施
主
二
十
代
孫
手
塚
氏
治
郎
左
衛

門
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

健
立
は
義
仲

5
5
0
年
回
向
と
碑
文
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
義
仲
は

1
1
8
4

年
に
没
し
ま
し
た
。
以
前
こ
の
碑
は
法
輪
寺
の

裏
山
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
八
木

沢
の
地
に
回
向
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
か
は
定
か

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

80件

100件
(各年12月31日現在)-上田市の火災概要

50件

9月31日現在※11年については、

(平
野
勝
重
)

平成平成
10年 11年

平
成
日
年
度
上
田
広
域
防
火
標
語

た
し
か
め
て
ま
た
た
し
か
め
て
火
の
よ
う
じ
ん

上
岡
市
立
様
尻
小
学
校

山

崎

知

世
さ
ん

平成
9年

11月9日は119番の日
EI"I!'E桓7窃沼田沼ヨ・

119番は、火災や救急を要請するための大切な電話番号です。この

機会に正しい利用方法を学び、いざというときのために備えましょう。

平成
8年

な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
き
わ

ぎ
は
、
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
が
設
置
し
、

運
営
を
市
が
委
託
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
(
固
⑫
5
1

3
1
)
 

「執急です

「住所は00町0丁目0-0ですJ
rooさんが(誰が)急|こ伺1J;tLました」

「火事です

「住所は00町0丁目0-0です」
rooが燃えています」
(家や小屋、車や林など)

年
出火原因順位

1位 2位 3位

8 たき火 放火・放火の疑い 火遊び

9 たき火 放火・ガスコンロ等 焼却炉

10 たき火 放火・ガスコンロ等 電気コード等

11 たき火 ふろかまど ガスコンロ等

(交通事故や転落など、なぜ救急車が必要か異

体的に言ってください。

「場所(目標)は00公園のO側です。
(その他学校や庖舗、 交差点など)

住所:常磐城654-4

電話:⑫ 7201 

「逃げ遅れた人がいます(いません)J 

.病院の診察状況等のお問い合わせは、消防本部(固⑮o1 1 9)または、上田南部消防
署(固⑮o1 1 9)へ。

[3 ] 11.11. 1 



市制施行80周年を記念し「健康フェア lnうえだ」
を開催します。

健康に関する講演やコーナーをたくさん用意しま

した。

ご家族・ご近所お誘いあわせのうえお出かけくだ

さい。

オーフニングセレモニー

(コカリナの合奏ほか)

9: 
10:00 名医からの

メッセージ
-テーマ
「大人の
ア卜ビ一性
皮膚炎J

花輪喜彦さん

(北東里洋研医究学所総合研究所所長)

11:00 
11:30 軟って元気フ?ミリーコシサート

舞台のお児き九・お師き九といっしょ12
取って遊びましょう/

(小学校低学年以上向き)

12:40 上田市企画イベント
(上田市イメージソング

-上回染谷丘高校舞踊班の発表ほか)

14:30 健康エッセイ
-テーマ
「わたしの
健康法」

南田 洋子さん
15:30 (女優) .r 

-とき平成11年11月21日(日)
午前9時~午後3時30分
(受け付けは、 9時から)

・ところ 上田市民会館
・問い合わせ健康推進課(圃⑫82 4 4) 

健康・体力づくりにIIコンビューターによる
役立つ運動の相談 I I健康診断

臨床検査技師会

コーナー

医師による健康相談

放射線技師会

コーナー

康度測定(足の裏健康測定、頭の老化度テストほか)

|介護保険コーナー骨髄M コ十

~*JJ:8H*J~ij -農産物聞売福祉団体パザー | 
| (りんご・きのこ類ほか)

※10時から、先着1500名に軽食を差し上げます。

※駐車場には限りがあります。なるべく公共交通機関・

自転車等でお越しください。やむをえず車でお越し

のかたは市役所駐車場・観光駐車場をご利用くださ

い。

11.11. 1 [ 4 ] 



国民年金精集

明日のあなたを考えて • • • 
-問い合わせ 国保年金課国民年金係(困 1365・1366)

・インターネット http://www.city.ueda.nagano.jp/ (保険証・年金)

年
金
受
給
ヘ
ホ
ッ
プ

国
民
年
金
へ
の
加
入

£
川

J
m歳
に
な
る
と
、
み
ん
な
が
国
民
年

一門
判
官
且
一

ー
l
し
金
に
加
入
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当

で
す
か
。

オ
川
」

国
民
年
金
は
、
初
歳
以
上

ω歳
未
満

瓦
『
咽
且
一

「
ド
し
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
年
金
制
度
で
、
国
が
運
営
し
て
い
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
類
は
次
の

3
種

類
が
あ
り
ま
す
。

自営業のかたとその
配偶者、学生など

厚生年金や共済組合

の被保険者

第 2号被保険者に

扶養されている妻

両
川
U

国
民
年
金
の
届
け
出
は
ど
ん
な
と

九
い
い
〕
き
に
必
要
で
す
か
。

「川
パ
リ
人
生
の
節
目
ご
と
に
国
民
年
金
の
届

「い
い
い
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

主
な
ケ

l
ス
は
:
・
。

①
初
歳
に
な
っ
た
と
き

②
厚
生
年
金
に
加

入
し
た
と
き
③
厚
生
年
金
を
離
脱
し
た
と
き

④
結
婚
な
ど
で
、
厚
生
年
金
加
入
者
の
被
扶

養
配
偶
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
)
に
な
っ

た
と
き

年
金
受
給
ヘ
ス
テ
ッ
プ

l
u
l
u

大
切
な
保
険
料
の
納
付

副
川
斗
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
な
に
か

九

い
U
必
要
な
条
件
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

寸
川
j
〕

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「
い
い
い
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
、
保
険
料
免

除
期
間
等
を
合
計
し
て
最
低
お
年

(3
0
0
月
)

あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
、

一
定
以
上
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
(
免
除
期
間
を
含
む
)
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
や
国
民
年
金
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

U
川
け
)
呆
険
料
を
あ
ま
り
納
め
な
い
ま
ま
利

一Q
4一

ー
γ
い
」
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
か
ら

納
め
始
め
て
も
、

ω歳
ま
で
に
お
年
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
年
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
か
。

オ
川
斗

国
民
年
金
は
、

ω歳
ま
で
に
年
金
の

「

μい
」受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
人
の
た

め
に
、

ω歳
か
ら
白
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
任
意
加
入
制
度
を
利
用

し
て
保
険
料
を
納
め
て
い
け
ば
、
ま
だ
ま
だ
だ

い
じ
よ
う
ぶ
で
す
。

U
U
私
は
初
年
以
上
重
主
婦
で
サ
ラ
リ
ー

河

川
U
マ
ン
の
妻
で
す
。
第
3
号
被
保
険
者
の

該
当
期
聞
を
含
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
年
数

が
叩
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
を
受
給
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
。

日

リ

昭
和
白
年
3
月
ま
で
は
、
厚
生
年
金

P
U加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
(
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
な
ど
)
の
期
間
は
、
法
令
に
よ
り
、

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
期
間
が

7
年
以
上
あ

れ
ば
だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
す
。

年
金
f

受
給
ヘ
ジ
ャ
ン
プ

ー

大
切
な
年
金
の
請
求

じ
川
U

年
金
は
ど
こ
へ
請
求
す
れ
ば
よ
い
の

川
ハ
げ
で
す
か
。

「川

J
U

す
べ
て
の
年
金
は
、
本
人
の
請
求
が

C
Uな
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

年金の請求先

白O2 V 壁年金な V 年民金だ国

市役所国産金 けに I 

⑫ に

8O1 加入も
力日

課入
し

0 し て
¥ーノ

て
た

た か
か た
た

伝

川
」

国
民
年
金
の
種
類
は
、
ど
の
よ
う
な

川

い
L

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

己
川
」

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

C
いし
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金

の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
第
1
号
被
保
険
者
に
は
、
独
自

の
給
付
と
し
て
付
加
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

11.11. 1 [5 ] 



• 市制施行80周年記念式典開催
問い合わせ秘書課(固⑫34 3 5) 

a 

z 

。

c 

『聞

調

室
、
F

寸

。圃・・・
z 

‘ 

11月7日(日)午後 l時15分'"" [>ところ 上田市民会館
オーフ。ニング(午後 1時15分'"")…上田市歌のあゆみ (VP G上田混合合唱団)

イメージソング披露(諏訪ひろみさん・ HzO、踊り
上回民踊連合会)

第一部(午後 l時45分'"")…式典 (市政功労者・功績者表彰を行l¥ます〉
第二部(午後 2時45分'"")…姉妹都市パネルディスカッシ ョン(鎌倉市長・上越市長・出

石町長・上田市長・ コーディネーター:横島圧治氏(高崎経

済大学教授))

第二部姉妹都市パネルディスカ ッシ ョンは、市民の皆さんにご自由に参加l¥ただけます。

催し池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

開
館
一
周
年
記
念
講
演
会

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
(
固
⑮
7
1
0
0
)

マ
と
き
日
月
幻
日
側
午
後
1
時

初
分
i

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会

議
所
5
階
ホ

l
ル

マ

内

容

江

戸

家
猫
八
が
語
る
芸
道
二
筋
道
マ
申

し
込
み
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
月
ロ
日
働

ま
で
に
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

(干

3
8
6
0
0
1
2
上
田
市
中

央
3

7

3

)

へ。

地
域
学
講
座

『
わ
が
ま
ち
上
回
」

中
央
公
民
館
(固
⑫
0
7
6
0
)

先
日
、
上
田
市
で
初
め
て
の
女
性

議
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
女
性
議
会

1
日
議
員
を
体
験
さ
れ
た
か
た
に
、

感
想
や
議
会
の
様
子
を
お
聞
き
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き
日
月
日
日
制
午
後
7
時

じ〉とき

じ>内容

bその他

市役所代表電話

回22・4100
困25圃4100

m 。
，. 1

8
時
m
w
分
マ
と
こ
ろ
中
央
公

民
館
第
一
会
議
室
マ
内
容
「
女

性
か
ら
の
提
案
(
女
性
議
会
を
通
し

て
)
」
マ
発
表
者
・
助
言
者
女

性
議
会
1
日
議
員
・
池
上
喜
美
子
さ

ん
・
山
口
春
香
さ
ん
・
浅
井
常
子
さ

ん
、
企
画
課
女
性
政
策
主
幹
マ
受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

事

前

に
中
央
公
民
館
へ
連
絡
を
。
当
日
参

加
も
可
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
公
開
講
座
ヘ

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

国
際
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、
上

田
市
に
も
多
く
の
外
国
出
身
の
か
た

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
か

た
が
た
の
日
本
語
を
学
ぶ
悩
み
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
の
様
子

を
お
聞
き
し
、
私
た
ち
が
で
き
る
国

際
交
流
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き
日
月
初
日
出
午
後
2
時

1
3
時

初

分

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
3
階
大
会
議
室
マ
テ
ー
マ

「
学
習
者
の
悩
み
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

マ
発
表
者
・
助
言
者
大
橋
敦
夫

さ
ん
(
上
田
女
子
短
期
大
学
助
教
授
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
)
、
市
内
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
学
習

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
上
田
女
子
短

期
大
学
留
学
生
マ
受
講
料
無
料

マ
申
し
込
み
中
央
公
民
館
へ
連

絡
を
。
当
日
参
加
も
可
。

上
田
市
こ
と
ぶ
き
大
学

暢
別
講
演
会
ヘ

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
き
日
月
四
日
働
午
後
1
時

加
分

1
3
時
(
受
け
付
け
は
零
時
印

分
か
ら
)
マ
と
こ
ろ
上
田
市
文

化
会
館
ホ

l
ル

マ

講

演

笑

う

門

に
は
、
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ム
・
カ
ム
ー

笑
顔
の
医
学
的
考
察
j

マ
講
師

昇
幹
夫
さ
ん
(
医
師
・
日
本
笑
い
学

会

理

事

)

マ

定

員

先

着

3
0

0

名

マ

入

場

料

無

料

室
賀
温
泉

ふ
れ
あ
い
新
そ
ぱ
祭
り

農
林
課
(
固
⑮
5
1
2
2
)

味
覚
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
室
賀

地
区
で
収
穫
さ
れ
た
新
そ
ば
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
?

マ
と
き
日
月
幻
自
由
・
同
お
日

目
午
前
日
時

1
午
後
2
時

マ

と

こ

ろ
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
マ
内

容
「
新
そ
ば
・
そ
ば
す
い
と
ん
販

売
」
「
農
林
産
物
等
直
売
」
「
そ
ば
打

ち
体
験
(
両
日
と
も
午
前
に
実
施
。

定
員
・
:
各
別
名
。
参
加
料

[入
浴
料

含
む
]
・
:
2
0
0
0
円
)
」

マ
そ

の

他

ラ

ッ

キ
ー
ナ

ン
バ

ー
の
新
そ

[6 ] 

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

M

，
一
号
、
，
も
配
刷
戸

B
H
H
U

Z
(
民

h

，Z
戸
戸
F

」
固
ま
汁
言
二

E

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
市
長
と
懇

談
し
、
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
市
政
運
営
の
参
考

に
す
る
た
め
、
『
市
長
と
語
る
日
』

を
行
い
ま
す
。
懇
談
時
間
は
初
分
以

内
。
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
訪
問
時

間
と
懇
談
の
内
容
を
秘
書
課
(
固
⑫

3
4
3
5
)
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
什
月
幻
日
目
午
前
什
時

i
午
後
3
時
マ
と
こ
ろ
市
民
プ

ラ
ザ
・
ゅ
う

11.11. 1 

ば
食
券
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
マ
「
そ
ぱ
打
ち
体
験
」
申
し

込

み

日

月

8
日
側
午
前
9
時
か
ら

電
話
で
農
林
課
へ
ど
う
ぞ
。
先
着
順
。

市
町
村
障
害
者
支
援
事
業

講
演
会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
(固
⑮
5
5
2
2
)

マ
テ
ー
マ
車
い
す
か
ら
語
り
か

け
る
『
夢
と
希
望
と
生
き
る
こ
と
』

マ
内
容
講
演
と
語
り
『
お
に
ば

ん
ば
か
ら
も
ら
っ
た
羽
織
』
マ
講

師
元
文
学
座
女
優
・
萩
生
田
千
津

子
さ
ん
マ
と
き

日
月

7
日
制
午

後
l
時
初
分

1
3
時

マ

と

こ

ろ

東
部
町
舞
台
ケ
丘
会
館
マ
入
場

無
料
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。



l丹別賞金30万円/
『クリスマスグラフィックコンテスド99~
一昨年三昨年に引き続いて3回目となる「クリスマスク'ラフィツ

クコンテスト'99Jを、今年も開催。皆さん、どしどしご応募

ください。

じ〉募集対象 ①一般クラス ②中学生・高校生クラス ③小

学生クラス じ〉募集部門①動画部門②静止画部門 じ〉作品

内容・条件 ①作品のテーマは、「クリスマスに関連したもの」。

②MacintoshまたはWindows環境で表示・動作できる、未

発表のマルチメディア作品(ビデオテープは不可)。 ③動作

に必要な条件がある場合は、申し込みの際に併記してください。

④作品の著作権は作者に属しますが、コンテストの結果発表

や情報宣伝などの活動で、実行委員会が複製 ・利用できるもの

します。 ⑤作品内で使用するキャラクタ一、デザイン、音楽

などは、全て著作権処理や使用条件などをクリアしておいてく

ださい。 じ〉応募締め切り 11月20日出(必着) じ〉応募方法

基本的にメディア(フロッピ一、 MO、CD-Rなど)を郵送

(電子メールの添付ファイルも可)で。作品タイトル、作品に

関する一言、氏名、ペンネーム(希望者のみ)、年齢、職業

(学生のかたは学校と学年)、住所、電話番号、 E-mailとホーム

ページUR L (ある人)、コンテストのホームページ中でのリ

ンク作成の可否、を併記してください。なあ¥応募作品は返却

しません。 じ〉応募 ・問い合わせ クリスマスグラフィックコ

ンテスト'99実行委員会事務問(上田市マルチメディア情報セ

ンタ-内・ E-mail: shiro@umic.ueda.nagano.jp ・コンテスト

ホームページURし:http://www.umic.ueda.nagano.jp/99co 

ntestj ) じ>結果発表 12月1日休)コンテストホームページ

にて b主催 クリスマスクラフィックコンテスト 99実行委
員会(浅間テクノポリス開発機構、よ田地域新映像産業推進協

議会、上田市マルチメディア情報センタ-)

目その他のセミナー
・デジタルカメラ&写真加工入門

bとき 11月20白出午後1時30分'"'-'4時30分

o 0円じ〉対象初級者じ>定員 16名
・パソコン絵画教室日曜画家講座

bとき 11月21日(日)午後1時30分'"'-'3時30分じ〉料金
o 0円[>対象パソコン経験者仁〉定員 16名

)l-7，，;;)F 7イコJr・・・...冒，.
量・E・画EE泊

募集N
H
K公
開
番
組

お
じ
ゃ
る
丸
シ
ョ
l
観
覧
者
募
集

市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業
事
務
局

(
固
⑮
5
1
1
2
)

マ
と
き
日
月
お
日
間
午
前
日
時
・

午
後
1
時

マ

観

覧

申

し

込

み

日

月
口
日
制
(
必
着
)
ま
で
に
、
官
製
は

が
き
に
、
住
所
、
保
護
者
の
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
公
演
時
間
、
希
望
人
数

を
明
記
し
、
市
制
施
行
紛
周
年
記
念

事
業
事
務
局
(
干
3
8
6
1
8
6
0

1
上
田
市
大
手
1
1
1
1
日
)
へ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

体
験
講
習
会
ヘ

体
育
課
(
固
⑮
5
1
0
5
)

マ
と
き
日
月
お
日
閃
午
前
9
時

i

マ
と
こ
ろ
上
田
市
営
陸
上
競

技
場
マ
参
加
料

1
0
0
円

マ

対
象
市
内
在
住
の
か
た
な
ら
ど
な

た
で
も
マ
そ
の
他
雨
天
の
場
合

は
中
止
。
当
日
の
連
絡
先
は
大
口
義

明
さ
ん
宅
(
固
⑬
3
7
1
8
)
。

マ
申
し
込
み
体
育
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

上
田
市
霊
園
使
用
者

補
充
募
集
し
ま
す
/

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

上
田
市
霊
園
の

3
区
画
に
つ
い
て

補
充
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
生
活
環
境
課
へ
ど
う
ぞ
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
所
が
あ

り
現
在
墓
地
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。
①
遺
骨
を
預

け
る
所
が
な
く
、
自
宅
に
安
置
し
て

あ
り
、
墓
地
を
必
要
と
す
る
人
。

2 0 

上田市マルチメディア情報センター

干386-1211上田市下之郷812-1
固⑩1000 困⑩1010 
URL 
http://www.umic.ueda.nagano.jp/ 
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[>料金

-学童保育名簿

学童保育名 所在地
電話
番号

太郎の家
中央北

⑫6265 3-2-2 

どんくリ
上野 ⑫6809 2005-2 

卜ッ卜の家 中之条 ③8686 519-4 

バッタの家
上田原

⑮0869 727-5 

たんぽぽ
諏訪形

⑮9010 1323-13 

②
遺
骨
を
親
戚
や
知
人
な
ど
の
墓
地

に
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
、
も
し
く

は
寺
社
な
ど
の
納
骨
堂
に
預
け
て
あ

り
、
墓
地
を
必
要
と
す
る
人
。
マ

申
込
期
間
口
月
幻
日
間
四

1
ロ
月
6

日
側
マ
そ
の
他
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

『
学
童
保
育
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
課
(
固
⑫
5
1
3
2
)

小
学
校
の
子
ど
も
さ
ん
の
放
課
後

の
生
活
は
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
?

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
(
学

童
保
育
)
は
、
昼
間
保
護
者
が
仕
事

等
に
よ
り
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
専
門
の
指
導

員
が
適
切
な
遊
び
ゃ
生
活
の
場
を
与

え
て
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
の
事
業
で
す
。

市
で
は
次
の
五
つ
の
学
童
保
育
の

運
営
委
員
会
に
事
業
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
か
た
は
、

各
学
童
保
育
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ゲートボーJ槻技内ヒ??(詰3日CLzr二ZR125浮)官官官J官225Z212J
初心者教室ヘ 装、運動靴 b受講料無料 b申し込み 11月20日出までに二木義忠さん(固⑫24 3 2)へ。
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区分
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上田市 339，759円 383，639円 40.07歳

長野県 351，839円 423，787円 40.10歳

技能労務職

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上田市 317，256円 347，346円 41.01歳

長野県 321，117円 363，262円 42.08歳 i

3. 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(11年4月1日現在)

お知らせご
み
の
出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

外
国
語
版
が
で
き
ま
し
た

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

ご
み
の
出
し
方
パ
i
ト
3
の
外
国

語
版
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
3
か
国
語
で
、
韓
国
語
、
タ
イ
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
も
現
在
作
成
中
で
す
。

必
要
な
か
た
は
環
境
業
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
危
険
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

回
釣
り
針
に
よ
る
子
ど
も
の
け
が

マ
事
故
事
例

①
釣
り
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
友
人

の
投
げ
た
釣
り
針
が
飛
ん
で
き
て

眉
間
部
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

②
父
親
と
い
っ
し
ょ
に
釣
り
を
し
て

い
て
父
親
の
釣
り
針
が
誤
っ
て
左

の
事

[8 ] 

耳
た
ぶ
に
刺
さ
り
、
針
を
抜
く
と

き
に
耳
が
裂
け
て
し
ま
っ
た
。

③
魚
釣
り
を
し
て
い
て
ル
ア
!
の
針

を
踏
ん
で
し
ま
い
、
足
の
親
指
に

刺
さ
り
取
れ
な
く
な
っ
た
。

m
i
U歳
の
男
の
子
に
事
故
が
多

い
よ
う
で
す
。
目
や
頭
を
守
る
た
め

に
も
サ
ン
グ
ラ
ス
・
帽
子
な
ど
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
周
り
へ
の
安
全
に
配
慮
し
て
、

釣
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

-
厚
底
・
か
か
と
が
高
い
靴

流
行
の
陰
で
、
「
厚
底
靴
」

故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

11.定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

上田市では、職員の適正な定員管理を図るため、平成8年度から平

成12年度の 5年間の職員数の計画(定員適正化目標)を定めています
が、その目標が達成されたため、今年度、平成12年度からの目標を新
たに作成する予定です。

①定員適正化の目標(数・率)

平成8年度から平成12年度の 5年間で、下水道事業や高齢者関係
事務推進のために見込まれる63人の増員に対して、事務の見直し等

によリ73人の職員数を減員することとし、全体では 1% (10名程度)
の減員を図る。

②定員適正化手法の概要

サンセット方式-一期限の定められた事業に対しては、事業終了とと

もに定員のスクラップを行う。

民間委託一-実施が可能な事務については、民間委託を推進する。

新規事業等への対応・・・原則として現行の職員の中で配置転換等によ

り対応する。

③平成8年から平成12年までの定員適正化計画と実職員数

~ 職員の 増減
実職員数

増減
定員計画 累計 累計

平7.5.1(基準日) 1068 ~〆 1068 ~ 
平8.4.1 1060 ム8 1056 ム12

平9.4.1 1063 ム5 1060 ム8

平10.5.1 1061 ム7 1053 ム15

平11.4.1 1060 ム8 1053 ム15

平12.4.1 1058 ム10

マ
事
故
事
例

①
か
か
と
の
高
い
靴
を
履
い
て
い
て
、

歩
行
中
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
そ

う
に
な
り
、
右
足
指
を
骨
折
し
た
。

②
道
路
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
で
足
を

ひ
ね
り
、
足
首
を
複
雑
骨
折
し
た
。

そ
の
と
き
履
い
て
い
た
靴
底
が
、

完
全
に
は
が
れ
て
い
た
。

初
歳
代
に
事
故
が
多
い
よ
う
で
す
。

靴
は
身
体
を
支
え
活
動
す
る
た
め
の

基
礎
な
の
で
、
選
ぶ
と
き
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
だ
け
で
な
く
、
機
能
性
も

重
視
し
ま
し
ょ
う
。

11.11. 1 

(注)教育長、休職者及び消防職員を含み、臨時又は非常勤職員を除く。

④実職員数の増減内訳の概要

区分 G平十画7前5年1) 
平8.4.1 平9.4.1平10.5.1平11.4.1 8年~11年

数(参値考目)標(1年目)(2年目)(3年目)(3年目) E十

務福済(議般祉・・会税土行務ー木総経政) 

減員

百
ム19 ム13 ム17 ム12 ム61

///  / 
増員 4 8 4 13 29 

差引 ム15 ム5 ム13 ム32 ム12

職員数 702 687 682 669 670 670 690 

特公等水(水(道別教言道等育行企ー政下業

減員 ζ~ こ ム4 ム3 ム3 ム3 ム13/ 
増員 7 12 9 2 301/ 

差引 ~ 3 9 6 ム1 17 2 

職員数 366 369 378 384 383 383 3681 

減員
/////  / 〆

ム23 ム16 ム20 ム15 ム74/ 
増員 11 20 13 15 591/ 

総職員数
差引v ム12 4 ム7

ム15 ム1001 (ム150.0%)

職員数 1068 1056 1060 1053 1053 1053 1053 

(注1)数値目標欄は、平成8年から12年の5年間の職員の減員 ・増員計画です。
(注2)( )内の数値は、数値目標に対する進捗率です。



(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬額を含みます。

6.一般行政職の級別職員数の状況 (11年4月1日現在)

(注)1.職員手当には退臓手当を含みません。2.給与費は当初予算に計上された額です。

国の級 1級 HJ.k 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級 11級 E十
級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級

比較知識的高度 高度の知識

1 悟課副撞草主務長長雑幹補困をー佐 ・12 課複業課副長雑主務長幹困補を・主難行佐幹なう・
の ・経

-経験を必 複雑務困難な 複雑務困難なよ
標職務準的内容な

主技事師
験を必要と

要とする主業 主任 係主長査
2 難な

業 を行王う 部参長事する主業務を
務事を・行技師う

f主一丁査つ 課長・ 幹 業部長を・行参事う
田 行技師う 事・

市
職員数 4人 26人 136人 97人 121人 195人 65人 5人 10人 5人 664人

構成比 0.6% 3.9% 20.5% 14.6% 18.2% 29.4% 9.8% 0.8% 1.5% 0.8% 100% 

参考11年前の輔比 0.3% 5.6% 20.4% 15.9% 17.9% 28.5% 8.6% 0.9% 1.3% 0.6% 100% 

7.職員手当の状況

(注) 1 よ田市の給与条例に基づく給料表の級別の職員数です。2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区分 上田市 長野県 国

期末手当

(10年度支給手割合)勤 (10年度支給手割合)勤 (10年度期支給手割合)勤
期末当 勉手当 期末当 勉手当 末当 勉手当
月分 月分 月分 月分 月分 月分

6月期 1.6 0.6 6月期 1.6 0.6 6月期 1.6 0.6 
12月期 1.9 0.6 12月期期 1.9 0.6 12月期期 1.9 0.6 

勤聖当 3計月期 055 3 月計 0.55 一
3 計月市lj 0 5 5 一4.05 1.2 4.05 1.2 4.05 1.2 

職級制等上にのよ階る級加算、職措務置の t 宵
職等制上の階級、職務の 職上の階級、職務の
級による加算措置 有 級等による加算措置 有
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原
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額

l
J
1
J

率

年

年

年

度

の

置

給

給

却

お

お

限

他

措

時

昇

支

続

続

続

高

の

算

職

別

(

勤

勤

勤

最

そ

加

退

特

退
職
手
当

区分 内 r合~ 国の制度と異なる内容

配偶偶者者 16，000円

扶養手当
配 以外の扶養親族2人までそれぞれ

5，500円 同
その他の扶養親族1人につき 2，000円

家員借賃に家等支又給をは借払聞に居住し、 一定額自を超える
一(自目新律宅築昨居3ま住，でO1O1m職O円円員、その後1 ，O~( 円 )住居手当 支 っている職員及び宅居住職
異

されます。

通勤等のために交通機関等常を利用してその
交高16，通支28給用0円限具度(利国額用20者の最通勤手当 運支賃給 を負担することを 例とする職員に 塁

されます。 ，900円)

8.支給期間短縮の状況
区 分 合計

職員数 (A) 806人

年度10 
普通昇給期ま豆間 (12~ 
24月)を 縮数して昇) 25人
給した職員 (8 

比率 (8)/ (A) 3.1% 

9. 特別職の報開等の状況 (11年4月1日現在)
区分 給料月額等

料給 市助収入役長役

1，017，000円
817，000円
717，000円

報酬|

議長 508，000円

E議l議長員 444，000円
414，000円

(給平成10年度支給54E2コ/h 割1合)料月額x145/100 

3162月月月×期計期期次の割
異月 市長 1.6月分

助収入役役
1.9月分

末
0.55月分
4.05月分

手 (平報成10年度支給5/割1合)
酬月額x145/100 
×次の割合

当 議長
3162月月月期計期期 16月分

議副議長員 1.9月分
0.55月分
4.05月分

区分 全職種

手職当員支全給体職に員占のめ割る合 46.7% 

草

当支た給り対平象均職支員給1年人額 43.768円

手当の種類(手当数) 27種類

f手宮E当t 支給額の幸い手当
衛生検査技術手当、

作行業業旅従従事死事手病手人当当、取扱建作設

年度10 

給市食税作取業扱従従事事手手当当、、
語白 書くの職員、るに手支当給
されてL

建設技術者従事手
当

10.部門別職員の状況と主な増減理由(各年4月1日現在)
職員数(人)

対増前減年数 主な増減理由
平成10年平成11年

議会 8 9 1事務局業務増

総務 149 140 ム9電算業務の委託化等

税務 48 45 ム3事務事業の合理化等

民生 248 252 4介護保険課の新設他
一般 衛生 60 55 ム5ごみ収集業務の一部委託化等
行部政門 労働 7 7 

農水 45 45 

商工 15 17 2商工関係業務増

土木 98 100 2欠員補充等

小計 678 670 ム8

特別行政 教育 165 165 
部門 小百十 165 165 

普通会計計 843 835 ム8

病院 19 18 ム1退職者不補充

水道 49 49 
公計営企業 下水道 34 36 2下水道関連業務増
会部門

その他 22 26 4国民健康保険関連業務増

小計 124 129 5 

A Eコ 計 967 964 ム3

て
て

み

し

し

含

を

入

を

成

算

員

作

に

職

き

門

遣

づ

部

派

基

たに
れ

者

査

さ

職

調

置

休

理

配

る
。
管
に

す
る
員
後

有
い
定
了

保
て
体
終

を
い
団
修

分
除
共
研

身
を
公
は

の
員
方
員

員
職
地
職

職
勤
年
用

市
常
什
採

、
非
成
規

は
は
平
新

数
又
は

、。

員
時
表
り
る

職
臨
本
お
い

4
1・
内

ノ

ι

主

主
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各ホールイベント案内 1
(主催者の都合により変更する場合が有ります)

月日 催し 開演時間 入場 問い合わせ

11/13 NHK公開番組
13:00 無料 防l唖E相君E施事骨業758事101覇2周)年局

(封 のど自慢予選

よ田グ口一リア合唱団
比田グ口 リ

11/23 
14:00 有料 ア合唱団

(:k) 定期演奏会
(圃@6288)

民音長野(圃
11/26 

オユンナコンサー ト 18:30 有料 026-222-
陰)

3224) 

固@0762.二の丸1-2上田市民会館竹内賓

固@0760.材木町ト2-3上田市文化会館
11/251 景観づくリ講演会 i 

(対 1'(講師".w岳写真匹、自蹟史朗さん;

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
で

強
引
・
脅
迫
迷
惑
勧
誘
が
急
増

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

価
格
の
低
下
・
時
限
付
き
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
等
の
影
響
に
よ
り
、
最
近
、

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
は
好
調
の
よ
う
で

す
が
、
そ
の
陰
で
、

1
9
9
7
年
以

降
、
強
引
か
つ
悪
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン

販
売
の
苦
情
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
家
庭
や
職
場
へ
の
訪
問
や
電
話

に
よ
る
勧
誘
で
、
購
入
を
強
く
迫
ら

れ
る
」
、
「
長
時
間
に
わ
た
り
、
し
か

も
夜
間
・
深
夜
に
も
及
び
執
よ
う
に

勧
誘
さ
れ
る
」
、
ま
た
「
頻
繁
に
掛

か
る
電
話
に
家
族
が
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に

な
り
そ
う
」
と
い
う
深
刻
な
訴
え
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
相
談
事
例

夜
7
時
半
ご
ろ
、
自
宅
に
来
た
マ

ン
シ
ョ
ン
業
者
か
ら
購
入
を
勧
め
ら

れ
、
断
っ
た
が
い
っ
こ
う
に
帰
ら
ず
、

深
夜
2
時
に
担
当
者
の
上
司
と
い
う

人
も
加
わ
り
、
翌
朝
日
時
に
物
件
を

見
に
行
っ
た
。
購
入
を
断
る
と
業
者

が
怒
り
出
し
、
銀
行
へ
同
行
し
手
付

け
金
を
下
ろ
さ
せ
ら
れ
た
。
や
っ
と

解
放
さ
れ
た
の
は
、
午
後
2
時
半
だ
っ

た
0

・
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
た
と
え
、
業
者
に
強
引
に
勧
め
ら

れ
で
も
、
不
用
で
あ
れ
ば
最
初
か

ら
は
っ
き
り
と
断
り
、
長
く
話
を

聞
か
な
い
こ
と
。

威
迫
行
為
、
電
話
に
よ
る
長
時

間
の
勧
誘
等
に
よ
り
相
手
方
を
困

惑
さ
せ
る
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
禁
止
行
為
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
罰
則
(
懲
役
・
罰
金
)

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

②
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り
、
脅
さ
れ

た
ら
警
察
へ
被
害
届
け
を
。

③
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
は
ク

l
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
規
定
が
あ
り
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
解

約
が
可
能
。
詳
し
く
は
、
上
田
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
固
⑫
0
9
8

8
)
か
生
活
環
境
課
に
ご
相
談
を
。

購
入
は
刑
法
違
反

「
海
外
宝
く
じ
」
相
談
急
増

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

-
相
談
事
例

①
海
外
か
ら
海
外
宝
く
じ
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
1
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
。

信
用
で
き
る
の
か
。

②
応
募
し
た
覚
え
が
全
く
な
い
の
に
、

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

な
た
は
今
、
当
社
の
現
金
当
選
者

で
す
」
と
、
い
か
に
も
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
か

の
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク
ト

・
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
申
込
金

5
0
0
0
円

を
支
払
え
ば
、
高
額
な
賞
金
が
当

た
る
く
じ
へ
の
参
加
資
格
が
得
ら

れ
、
最
低
1
0
0
0
円
の
現
金
が

も
ら
え
る
と
い
う
が
信
用
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

従
来
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
最

近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
広
告

が
掲
載
さ
れ
、
被
害
が
更
に
広
が
る

恐
れ
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
!

n月
1
日
か
ら

道
路
交
通
法
"
か
一
部
改
正
に

交
通
対
策
課

(固
⑮
5
1
2
9
)

運
転
中
に
携
帯
電
話
や
カ

l
ナ
ビ

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
と
み

ら
れ
る
事
故
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、

道
路
交
通
法
が
日
月
1
日
か
ら
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
場

合
に
は
、
停
止
し
て
い
る
と
き
を
除

き
、
携
帯
電
話
等
を
使
用
し
た
り
、

カ
i
ナ
ビ
ゲ

I
シ
ョ
ン
装
置
等
の
画

面
の
画
像
を
注
視
す
る
こ
と
(
見
続

け
る
こ
と
)
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
ふ
ら
ふ

ら
運
転
で
周
囲
の
車
両
に
急
ブ
レ
ー

キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
を
強
い
た
り
す
る

な
ど
、
道
路
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ

せ
た
場
合
は
、

3
月
以
内
の
懲
役
ま

た
は

5
万
円
以
下
の
罰
金
、
反
則
金

(
例
え
ば
普
通
車
は

9
0
0
0
円
)

違
反
点
数

(
2
点
)
の
対
象
と
さ
れ

ま
す
。
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
運
転
前
に
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
っ

て
お
く
。
ま
た
は
留
守
番
電
話
や

運
転
中
モ

l
ド
に
し
て
運
転
中
に

電
話
に
出
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に

す
る
。

②
ナ
ビ
ゲ

l
シ
ョ
ン
装
置
等
の
画
面

を
見
続
け
る
場
合
は
車
を
止
め
て

行
う
。

新しい
選挙管理委員が決まりました
任期満了により、新しい選挙管理委員が決まり、 10月11日か

ら就任しま した。

・新選挙管理委員名

じ>委員長原敦胤

[>委員長職務代理者

[>委員鉄矢忍

じ>委員長谷川忠男

・問い合わせ 選挙管理委員会(固⑫ 54 3 8) 

『
出
張
な
ん
で
も
鑑
定
圃
m上
回
」

テ
レ
ビ
放
映
同
が
決
定

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)

市
制
施
行
初
周
年
記
念
事
業
「
ま

ち
博
」
の
一
環
と
し
て
、
去
る
叩
月

3
日
同
市
民
体
育
館
で
公
開
録
画
さ

れ
た
「
出
張
な
ん
で
も
鑑
定

m上
田
」

の
放
映
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

マ

番
組
名
「
開
運
!
な
ん
で
も
鑑
定

団

」

マ

放

映

日

日

月

9
日

ω午

後

9
時
j

(
テ
レ
ビ
東
京
)
、
ロ
月

ロ
日
日
正
午
j

(
テ
レ
ビ
信
州
)

".". 1 [10 ] 

Hj1:;f，亙=括主a温
広報うえだ10月1日号10ページ 「情報うえだJの募集欄に誤りがありました。 「浦野南団地入居者募集」記事中、募集戸数が
建て売り分譲住宅とありますが 「積立分譲住宅」の誤りです。また、建て売り分譲住宅入居予定とありますが、これも 「積立分

譲住宅入居予定」の誤りです。訂正し、お詫びします。



ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

市
制
施
行

ω周
年
記
念

テ
レ
ビ
暢
別
番
組

企
画
課
(
固
⑮
5
1
1
2
)

市
制
施
行

ω周
年
を
記
念
し
て
特

別
番
組
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
「
い
ま
を
生
き
る
一
粒
の
種
子

i

山
本
鼎
版
画
大
賞
展
に
寄
せ
て
j
」

マ
放
送
日
時
日
月
初
日
出
午
後

5
時

1
5
時
初
分
(
信
越
放
送
)

マ

問

い

合

わ

せ

山

本

鼎

記

念

館

(
固
⑫
2
6
9
3
)

-
「
(
仮
)
池
波
文
学
の
故
郷
・
上
回
」

一

橋

詰

勝

美

吉

田

一
中
島
や
す
い
緑
が
丘
北

一

関

芳

枝

新

田

一
中
川
澄
雄
緑
が
丘
北

…

清

水

茂

子

生

塚

口
深
宮
志
つ
子
三
好
町

均

一

加

納

謙

子

西

脇

mm
一

清

水

艶

子

西

野

竹

河

川

春

原

次

男

御

所

ω
∞
υ

費

藤

幸

男

子

塚

均

一

石

田

幸

一

下

房

山

何
引
い
宮
下
カ
ツ
ジ
越
戸

回

一

大

口

吉

徳

手

塚

ω
…
堀
之
内
初
太
郎
矢
沢

お

い

藤

津

甲

大

久

保

η
…

丸

山

常

久

下

之

郷

ω
∞

一

本

道

卯

八

下

塩

尻

均

一

費

藤

つ

ね

山

田

則

一

児

玉

富

子

鍛

治

町

n
n
金

津

茂

春

手

塚

ω
…

関

美

雪

新

田

(
9
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

大

倉

三

郎

柏

木

明

夫

小
出
ヨ
シ
ノ

児

玉

薫

竹
田
重
太
郎

山

寄

ふ

さ

出

崎

サ

ダ

大

塚

菊

枝

山

下

貞

夫

中

沢

定

典

伊

藤

ヨ

シ

神

藤

み

つ

渡
遣
は
る
子

高
橋
キ
ミ
ヨ

小

林

茂

雄

千
曲
町

吉

田
諏
訪
形

推

所

倉

升

上
室
賀

中

野

上
紺
屋
町

常
磐
町

新

田

下
之
郷

下
之
郷

林
之
郷

緑が
E
北

西
野
竹

回
一
唐
沢
っ
さ
江

引

い

橋

本

つ

や

M

仰
い
龍
野
ひ
さ
じ

η
…
宮
坂
の
ふ
子

印
日
渡
遺
き
く
え

均
一
三
浦
た
き
の

町
一
大
日
方
恒
夫

ね

一

半

田

英

宣

均

一

高

野

康

信

口

一

甲

田

直

入

札
口
福
田
さ
き
子

∞
仰
い
笠
井
房
文

“

一

馬

場

正

次

卯

一

酒

井

鳳

山

均

一

猪

又

基

平

副
ぃ
渡
遺
た
つ
え

幻
υ

細

川

浩

子

ω
一

宮

崎

治

子

加
引
い
山
崎
啓
子

均

一

菅

沼

庚

1
一
山
崎
時
土
口

経上大材諏御千横上西院町新鍛御稜八五石 材
主塩久木訪曲塩 吉治主木 岡木
正尻保町形所町町尻脇内田田町所花沢加神 町

マ
放
送
日
時
日
月
お
日
例
午
前

日
時
初
分
j
日
時
お
分
(
テ
レ
ビ
信

州

)

マ

問

い

合

わ

せ

池

波

正

太

郎
真
田
太
平
記
館
(
圃
⑫
7
1
0
0
)

税
を
知
る
週
間
が

始
ま
り
ま
す

上
国
税
務
署
(
圃
⑫
1
2
3
4
)

国
や
県
、
市
町
村
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住

宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な

ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
の

山
町
一
片
町
よ
ね
諏
訪
形

mm
一
高
橋
富
恵
朝
日
ヶ
丘

町

一

橋

詰

久

美

子

中

村

引

い

滝

津

隆

弘

上

本

郷

M
H
上

原

つ

や

吉

田

均

一

笹

井

親

行

山

口

日

一

回

中

利

顛

小

泉

制

一

竹

内

久

美

東

前

山

位

一

中

村

よ

ね

下

之

条

刊

一

尾

崎

和

彦

上

青

木

九
一
木
下
一
郎
緑
が
丘
西

脇

一

中

津

佳

靖

中

吉

田

幻

一

六

川

雪

大

久

保

側

一

室

山

林

一

金

井

白

一

山

遺

ふ

み

院

内

白

川

面

津

謙

市

西

脇

日

一

荒

井

幸

子

山

口

町

一

渡

遺

三

郎

矢

沢

回

一

倉

升

と

み

子

倉

升

ω
一

宮

島

和

彦

梅

が

丘

円

一

生

島

茂

男

仁

古

田

91 32 86 94 73 71 59 80 77 16 76 64 95 56 73 73 80 41 46 70 72 

大
切
な
人
が
自
分
の
目
の
前
で
倒

れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
?

患
者
に
と
っ
て
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
聞
に
行
う
一
刻
も
早
い

適
切
な
応
急
手
当
が
、
極
め
て
重
要

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き
日
月
幻
自
由
午
後

2
時

1
5
時

マ

と

こ

ろ

上

田

東

北

消

防
署

2
階

会

議

室

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し

込

み

受

講

後

、

修

了

証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
日
月
初
日

働
ま
で
に
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
最

寄
り
の
消
防
署
ま
で
ど
う
ぞ
。

活
動
の
財
源
と
な
る
の
は
税
金
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と

安
定
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ
ば
「
会
費
」

と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
国
税
庁
で
は
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
月
日
日
か
ら
同
白
日
ま
で
の
期
間

を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
上
国

税
務
署
で
も
税
に
関
す
る
標
語
の
展

示
や
税
の
作
文
・
標
語
の
入
選
作
品

の
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

受
講
し
ま
せ
ん
か
?

応
急
手
当
の
講
習
会

上
回
東
北
消
防
署
(
固
⑮
0
1
1
9
)

暮女主
らと
せ男宣
るが
社い
会き
をい
き
と

企
画
課
(
圃
⑫

5
1
1
2
)

〈
市
民
の
声
か
ら
・
・
・
〉

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

で
き
た
と
聞
く
と
、
多
く
の
男
性

は
今
ま
で
虐
げ
ら
れ
て
き
た
女
性

に
の
み
光
を
あ
て
た
も
の
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
。

新
聞
に
メ
ン
ズ
リ
ブ
の
活
動
に

つ
い
て
載
っ
て
い
た
が
、
基
本
法

は
男
性
に
も
意
義
深
い
こ
と
な
の

だ
と
記
事
を
読
ん
で
納
得
し
た
。

記
事
に
よ
れ
ば
、
男
性
も
女
性

同
様
に
ジ
ェ
ン
ダ
1
に
と
ら
わ
れ

て
い
た
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今

ま
で
の
男
性
主
導
の
社
会
は
男
性

に
と
っ
て
も
「
男
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力

を
受
け
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

基
本
法
は
、
男
ら
し
さ
女
ら
し

さ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
法
律
で

は
な
い
か
。

今
、
メ
ン
ズ
リ
ブ
の
動
き
が
全

国
に
広
が
っ
て
お
り
、
大
学
で
は

男
性
学
の
講
座
が
開
か
れ
反
響
を

呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
男
女
共
同

参
画
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
か
ら
の

声
も
大
い
に
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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| 健康推進課(鵬~削 | 
知り合いの病院や医院にご相談ください。

l>問い合わせ 上岡市医師会(固⑫0655・困⑫4

5 2 7) 

-お年寄りの「痴ほう」についての相談会
ご家庭で痴ほう性老人の介護の方法等に悩んでいる

かた、お気軽にご相談ください。

bとき 11月20日仕)午後l時30分'"'-'4時30分じ〉人
数 3名まで じ〉相談担当 もの忘れ看護相談室「せ

せらぎ」代表・堀内静子さん じ>問い合わせ 中央デ

イサービスセンター(固⑫4126) l>テレホンガイ

ドうえだ関連情報固⑫8888コード、No.413・414

-二種混合(ジフテリア・破傷風)予防接種
この予防接種は百日せきにかかったお子さんを対象

にしていますので、既に三種混合予防接種を受けてい

るかたは受ける必要はありません。

1.対象者

-
7

・
新

E
上
田
市
(
〒
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
|
什

--5

D U G H 

ド
T L A E H 

平成11年 3月31日以前の生まれ。=種混合が未接

期初回 種で百日せきにかかったお子さん(ただし 7歳 6
か月未満)

期i力皇日
二種混合の 1期初回を2回接種したお子さん(た
だし、 7歳 6か月未満)

-介護保険の申請について
10月から介護保険の認定申請を開始しています。来

年4月から始まる介護保険のサービスを利用するには、

この申請をして認定を受ける必要があります。

申請は、ご自分で行うこともできますが、指定居宅

介護支援事業者(広報うえだ 9月 1日号などに記載)

に依頼して提出することもできます。なお、指定居宅

介護支援事業者が申請代行するときには、申請者と身

分証明書を提示することとなっていますのでご確認く

ださし"0
申請月については、下表のとおりです。

じ>問い合わせ介護保険課(固⑫62 4 6) 

・申請月一覧表

2.接種方法

4'"'-'6週間隔で 2回接種

※1期初回を 1回しか接種していないお子さんは、 今年2回接種してください。

3.受付時間午後1時30分"-'2時10分

4.持ち物母子健康手帳

5.注意事項

①予診票は会場に用意してありますので到着後体温

を測定し予診票を記入してください。

②治療中または経過をみている病気がある場合には

主治医に前もって相談し、診断書または意見書を

もらってください(当日接種医が参考にして接種

の可否を決めますので接種できない場合もありま

す)。

③生ワクチン(麻しん、おたふくかぜ等〉接種後は

4週間以上、不活化ワクチン(インフルエンザ等)

接種後は 1週間以上経過してから受けてください0

・二種混合予防接種目程表(集団接種)

1期初回接種後 12'"'-'18か月の聞に 1回接種

-
秘
書
課
(
固
@
4
1
0
0
岡
②
5
1
1
1
)

申請するかたの誕生月 申請月

4月から 8月生まれのかた 11月

9月から10月生まれのかた 12月

11月から12月生まれのかた 来年 1月

1月から 3月生まれのかた 随時

指定給水装置工事事業者および
下水道指定工事眉の指定停止

11.11.1 [12] 

固⑧88 8 8コー

上田市指定給水装置工事事業者および上田市下

水道指定工事屈である次の業者について、次のと

おり指定停止とします。

じ>名称惰)関設備工業じ〉所在地北佐久郡立

科町大字山部1325番地1 l>指定停止内容

上田市指定給水装置工事事業者指定停止6か月、

上田市下水道指定工事庖指定停止6か月 b指定
停止期間 11月1日から来年4月30日

対象地区

上回全地区

-テレフォンガイドうえだ関連情報

ド、No.508

計画管理課(固⑫82 4 3) 問い合わせ
-かかりつけ医は、家族みんなのホームドクター
上田市医師会では、平成10年度から12年度までの 3

年間、県から「かかりつけ医推進モデル事業」の指定

を受け、地域におけるかかりつけ医(医師)の役割を

促進することになりました。

皆さん、気軽に相談できる“かかりつけ医"を備え

てみてはし、かがですか。平成12年から始まる介護保険

制度では、介護サービスを利用されるかたは、申請時

に“かかりつけ医"の意見書が必要になります。

刷
-
・
田
辺
印
制
附

印
圃

(上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
困
@
1
4
9
2

1回目

11月17日t)<)

d合ト、↓目

ZミJ窃

中央公民館


